


有
機
農
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
風
景
を
つ
く
る
ご
は
ん
」を
テ
ー
マ
に
、有
機
農
業
に
つ
い
て
学
び
、推
進
す
る
。

新
規
就
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

農
業
の
現
場
を
学
び
な
が
ら
、任
期
後
の
新
規
就
農
を
目
指
す
。

ジ
ビ
エ
活
用
に
よ
る
有
害
鳥
獣
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

狩
猟
、解
体
等
の
技
術
を
習
得
し
、ジ
ビ
エ
活
用
の
視
点
か
ら
鳥
獣
害
対
策
に
向
き
合
う
。

移
住・定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

空
き
家・空
き
地
活
用
の
啓
発
、移
住・定
住
促
進
等
に
取
り
組
む
。

地
域
経
営
組
織
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

観
光
情
報
発
信
、イ
ベン
ト
企
画
運
営
等
を
通
じ
て
、村
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
。

南
阿
蘇
鉄
道
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

熊
本
地
震
の
被
害
を
受
け
た
南
阿
蘇
鉄
道
の
保
線
、駅
や
列
車
で
の
車
掌
等
の
業
務
。

多
文
化
共
生
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
日
本
語
教
室
の
運
営
と
、在
住
外
国
人
が
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

はじめに

2023年度卒業隊員紹介

２、3年目の正直。

新入隊員のはなし

地域おこし協力隊ってどんな制度？

P．03

P．04

P．06

P．08

P．20

【
活
動
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

【
活
動
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

ＣＯＮＴＥＮＴＳＣＯＮＴＥＮＴＳ
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【
は
じ
め
に
】

こ
ん
に
ち
は
。南
阿
蘇
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
、総
務
省
の
外
部
人
材
活
用
制
度
。

2
0
2
4
年
2
月
現
在
、南
阿
蘇
村
で
は
７
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
20
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
い
う
地
域
の〝
主
役
〞を
支
え
、一
緒
に
考
え
な
が
ら
、

南
阿
蘇
の〝
そ
の
先
〞の
景
色
を
共
に
見
据
え
る
こ
と
が
、わ
た
し
た
ち
の
仕
事
で
す
。

任
期
を
終
え
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
踏
み
出
し
た
隊
員
。

１
〜
２
年
目
の
経
験
を
活
か
し
て
活
動
を
展
開
す
る
隊
員
。

ま
だ
ま
だ
手
探
り
状
態
の
新
入
隊
員
。

そ
れ
ぞ
れ
の
奮
闘
ぶ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

応
援
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
様
へ
、心
か
ら
の
感
謝
を
添
え
て
。

2
0
2
4
年
3
月　
南
阿
蘇
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
一
同
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上／かき氷プロジェクトではガチャガチャを導入
し、楽しんでいただけるよう工夫しました。

下／南阿蘇は満天の星が堪能できる、とても贅沢
な村だと思います。

久
木
野
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
で
︑会
員
サ
ポ
ー
ト
業
務
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
︒会
員
さ
ん
と
お
話
し
し
た
り
︑現
場
に

行
っ
た
り
︑一
緒
に
過
ご
し
た
時
間
は
私
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
︒地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
村
内
を
駆
け
回
り
︑地
域
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒

今
後
は
介
護
福
祉
士
と
し
て
引
き
続
き
南
阿
蘇
村

の
福
祉
に
携
わ
り
ま
す
︒目
標
は
︑南
阿
蘇
で
自
宅
を

建
て
て
︑趣
味
の
お
う
ち
キ
ャン
プ
を
楽
し
む
こ
と
！ 

南
阿
蘇
の
四
季
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
ま
す
︒

主
な
業
務
は
︑観
光
案
内
︑観
光
商
品
等
の

立
案
や
パン
フ
レ
ッ
ト
作
成
︒特
に
︑か
き
氷
文

化
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
4
年
に
わ
た
っ
て
開

催
し
た﹁
南
阿
蘇
の
や
さ
し
い
氷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹂で
は
︑毎
年
よ
り
よ
い
内
容
に
し
よ
う
と

事
業
者
さ
ん
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
︒

初
め
は
観
光
に
関
す
る
知
識
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の

状
態
︒か
な
り
大
変
で
し
た
が
︑南
阿
蘇
を

知
っ
て
い
く
う
ち
に
た
く
さ
ん
の
方
に
出
会

い
︑自
分
の
居
場
所
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
︒退
任
後
も
︑み
な
み
あ
そ
観
光
局
で
︑や

り
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
観
光
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
！

黒
川
地
区
の
震
災
復
興
・
活
性
化
サ
ポ
ー

ト
︑旧
長
陽
西
部
小
学
校
で
の
震
災
ガ
イ
ド

活
動
に
携
わ
り
ま
し
た
︒わ
た
し
は
地
震
を

経
験
し
て
お
ら
ず
︑ガ
イ
ド
を
す
る
の
も
初
め

て
で
︑い
ろ
い
ろ
と
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
︑す
べ
て
大
切
な
経
験
で
す
︒

培
っ
た
ス
キ
ル
を
活
か
し
︑現
在
は
熊
本
地

震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
K
I
O
K
U
に
勤
務
し

て
い
ま
す
︒来
館
者
に﹁
来
て
よ
か
っ
た
﹂と
言

わ
れ
る
の
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
︒ま
た
︑村
の

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
羊
の
事
業
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
︒飼
育
体
験
会
や
ふ
れ
あ
い
イ
ベ

ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
！

黒
川
地
区
の
震
災
復
興
・
活
性
化
サ
ポ
ー

ト
︑旧
長
陽
西
部
小
学
校
で
の
震
災
ガ
イ
ド

活
動
に
携
わ
り
ま
し
た
︒わ
た
し
は
地
震
を

経
験
し
て
お
ら
ず
︑ガ
イ
ド
を
す
る
の
も
初
め

て
で
︑い
ろ
い
ろ
と
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
︑す
べ
て
大
切
な
経
験
で
す
︒

培
っ
た
ス
キ
ル
を
活
か
し
︑現
在
は
熊
本
地

震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
K
I
O
K
U
に
勤
務
し

て
い
ま
す
︒来
館
者
に﹁
来
て
よ
か
っ
た
﹂と
言

わ
れ
る
の
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
︒ま
た
︑村
の

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
羊
の
事
業
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
︒飼
育
体
験
会
や
ふ
れ
あ
い
イ
ベ

ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
！

右／KIOKUにて。外国のお客様の来訪も多いです。
左／羊は11頭に増えました！ 関心のある方、お気軽にお声がけください。

上
／
趣
味
の
キ
ャ
ン
プ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。南
阿
蘇
は
キ
ャ
ン
パ
ー
に
と
っ
て
最
高

の
環
境
で
す
！

下
／
自
宅
付
近
か
ら
見
え
る
、夕
景
の
阿
蘇
五
岳
。南
阿
蘇
で
一
番
好
き
な

景
色
。

こ
れ
か
ら
も
南
阿
蘇
で

福
祉
の
道
を
歩
み
ま
す

南
阿
蘇
の
観
光
を
支
え
る

ひ
と
り
と
し
て
精
進
！

世界で一番好きな場所で、ご縁を大切に歩む

南阿
蘇村

地域
おこ
し

協力
隊
2023年度

卒業隊員紹
介

Graduation Members
赤
星 

静
香
さ
ん

赤
星 

静
香
さ
ん

赤
星 

静
香
さ
ん

シ
ル
バ
ー
人
材
開
拓(

健
康
推
進
課
）

シ
ル
バ
ー
人
材
開
拓(

健
康
推
進
課
）

シ
ル
バ
ー
人
材
開
拓(

健
康
推
進
課
）

2
0
2
3
年
10
月
退
任

大
内 

佑
介
さ
ん

大
内 

佑
介
さ
ん

大
内 

佑
介
さ
ん

地
域
経
営
組
織
推
進(

産
業
観
光
課
）

地
域
経
営
組
織
推
進(

産
業
観
光
課
）

地
域
経
営
組
織
推
進(

産
業
観
光
課
）

2
0
2
3
年
11
月
退
任

市
村 

孝
広
さ
ん

市
村 

孝
広
さ
ん

市
村 

孝
広
さ
ん

黒
川
区
創
造
的
復
興(
政
策
企
画
課
）

黒
川
区
創
造
的
復
興(
政
策
企
画
課
）

黒
川
区
創
造
的
復
興(
政
策
企
画
課
）

2
0
2
3
年
６
月
退
任

南阿蘇めぇめぇの会  Instagram：@minamiaso.sheep.association
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熊
本
地
震
で
被
災
し
た
南
阿
蘇
鉄
道
の
復

興
に
携
わ
り
︑主
に
駅
舎
な
ど
の
施
設
管
理
︑

列
車
が
安
全
に
走
行
す
る
た
め
の
線
路
な
ど

の
設
備
点
検
や
維
持
管
理
︑施
工
業
者
さ
ん

の
安
全
管
理
を
行
い
ま
し
た
︒Ｊ
Ｒ
肥
後
大

津
駅
へ
の
乗
り
入
れ
計
画
の
実
現
に
向
け
た

動
き
な
ど
︑苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
︑な
に
よ
り
も
︑南
阿
蘇
鉄
道
の
社
員
全
員

で
全
線
運
転
再
開
を
成
し
遂
げ
た
事
に
一
番

喜
び
を
感
じ
ま
し
た
︒

南
阿
蘇
は
人
が
温
か
く
︑水
が
お
い
し
い
と

こ
ろ
︒こ
れ
か
ら
も
︑家
族
を
一
番
に
大
切
に

想
い
︑笑
っ
て
生
き
て
い
き
ま
す
！

観
光
案
内
や
イ
ベン
ト
運
営
︑S
N
S
更
新
︑飲
食

店
の
情
報
マッ
プ
作
成
な
ど
︑観
光
分
野
で
活
動
し
ま

し
た
︒ま
た
︑前
職
で
イ
タ
リ
ア
ン
の
料
理
人
を
し
て

い
た
た
め
︑協
力
隊
活
動
中
も
村
内
の
飲
食
店
に
て
ピ

ザ
作
り
体
験
イ
ベン
ト
を
開
催
し
︑食
を
通
じ
た
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
︒た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
︑つ
な

が
れ
た
こ
と
が
な
に
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
︒

将
来
の
展
望
は
︑自
分
の
イ
タ
リ
ア
ン
の
店
を
持
つ

こ
と
！ 

自
然
が
豊
か
な
南
阿
蘇
村
で
目
標
に
向
か
っ

て
着
実
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
︒

新
規
就
農
を
目
指
し
︑南
阿
蘇
村
農
業
み
ら
い
公

社
で
研
修
し
ま
し
た
︒主
に
担
当
し
た
作
物
は
︑さ
つ

ま
い
も
︑か
ぼ
ち
ゃ
︑里
芋
︑白
ネ
ギ
な
ど
の
土
地
利

用
型
作
物
︒大
切
に
育
て
た
農
作
物
を
初
出
荷
し
た

際﹁
農
産
物
の
状
態
は
良
い
感
じ
﹂と
︑ベ
テ
ラ
ン
の
卸

先
か
ら
言
っ
て
も
ら
え
た
の
が
う
れ
し
く
︑や
り
が
い

を
感
じ
ま
し
た
︒

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
農
作
業
︒特
に
1
万

2
千
株
ほ
ど
植
え
付
け
た
︑さ
つ
ま
い
も
の
ツ
ル
を
反

す
作
業
で
は
︑そ
の
大
変
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
︒

独
立
し
た
い
ま
︑自
分
た
ち
の
生
産
で
︑い
か
に
生

活
し
て
い
く
か
が
課
題
︒農
業
は
先
行
投
資
が
多
い
の

で
︑土
づ
く
り
か
ら
出
荷
ま
で
計
算
し
て
生
業
を
つ
く

り
上
げ
て
い
ま
す
︒も
ち
ろ
ん
︑い
い
も
の
を
作
る
こ

と
を
第
一
に
︑向
き
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
︒

今
後
は
︑生
産
に
加
え
て
加
工
品
や
自
社
ブ
ラ
ン
ド

を
作
っ
て
い
き
ま
す
︒土
地
利
用
型
作
物
栽
培
を
通
し

た
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
︑自
家
製
の
小
麦
や
そ
ば

粉
を
使
っ
た
パン
屋
を
開
業
す
る
の
が
夢
で
す
︒

上
／
厨
房
で
食
材
と
向
き
合
っ
て
い
る
時
間
が
な
に
よ
り
も
楽
し
い
で
す
。

下
／
パ
ス
タ
、ピ
ザ
は
お
任
せ
あ
れ
！

右／立野ダムの夜景。幻想的な雰囲気が素敵でした。
左／大阪から家族と移住。世界一大切な存在です。

上
／
さ
つ
ま
い
も
収
穫
機「
ポ
テ
カ
ル
ゴ
」を
使
っ
て
作
業
。農
機
具
の
あ
り
が

た
み
を
感
じ
ま
す
。

下
／
南
阿
蘇
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
入
隊
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
出
会

い
、結
婚
。夫
婦
に
な
り
ま
し
た
。

復興に向き合った4年間。
人生は笑顔＆全力で

藤
岡 

政
人
さ
ん

藤
岡 

政
人
さ
ん

藤
岡 

政
人
さ
ん

南
阿
蘇
鉄
道
復
興
支
援(

産
業
観
光
課
）

南
阿
蘇
鉄
道
復
興
支
援(

産
業
観
光
課
）

南
阿
蘇
鉄
道
復
興
支
援(

産
業
観
光
課
）

2
0
2
3
年
10
月
退
任

人
も
自
然
も
大
好
き
。

出
会
え
た
皆
様
に
感
謝

農
家
と
し
て
ふ
た
り
、

叶
え
た
い
夢
に
向
か
って

桑
原 

健
一
さ
ん

桑
原 

健
一
さ
ん

桑
原 

健
一
さ
ん

地
域
経
営
組
織
推
進(

産
業
観
光
課
）

地
域
経
営
組
織
推
進(

産
業
観
光
課
）

地
域
経
営
組
織
推
進(

産
業
観
光
課
）

2
0
2
3
年
11
月
退
任

吉
田 

洋
樹
さ
ん・千
芳
子
さ
ん

吉
田 

洋
樹
さ
ん・千
芳
子
さ
ん

吉
田 

洋
樹
さ
ん・千
芳
子
さ
ん

新
規
就
農(

農
政
課
）

新
規
就
農(

農
政
課
）

新
規
就
農(

農
政
課
）

2
0
2
4
年
３
月
退
任

農園 ベルの樹  Instagram：@tree_of_bell
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1． 野焼きにて。熱かったですが、阿蘇草原の千年の歴史を肌で感じた貴重な時間でした。
2． 趣味で始めた小麦づくりも今年で3年目。前年との生長の比較ができて楽しいです。
3・4． 犬と猫と暮らしています。いつも可愛い子たちに囲まれて幸せ。
5． 秋の、暖かな陽だまりと冬の気配を感じる瞬間がたまらなく好きです。

O� h�est feelings

協力隊３年目の現在は、旧両併小学
校にある南阿蘇村農業みらい公社の事
務職員として農業関係の事務をしていま
す。そのかたわら、農作物を販売するマ
ルシェや農業体験イベントの主催運営な
ど、村の地産地消を推進する活動を行っ
ています。

南阿蘇村の好きなところは、四季折々
に感じられる自然の空気。東京にいた時
には感じることがなかった自然の香りに、
日々癒やされています。特に、秋の夕暮
れ時の空気感がお気に入りです。

協力隊の任期もあと約半年。南阿蘇で
の経験や生活は、人生における大切な宝
物です。残りの任期も、少しでもお役に立
てるよう笑顔で全力で駆け抜けます！

南阿蘇のために
自分ができることを着 と々

有機農業推進プロジェクト（農政課）

東京都生まれ、東京都育ち。自然あふれる場所が好きで、幼いころの思い出が残る祖父母の故郷、南阿蘇村に移住。2022年春には両親も移住し、家族で村の暮らしを満喫中。「田舎のほうが充実していて楽しいです！」Instagram：@yuna_teatea

田上 由菜さん
 たの うえ ゆ な

2021年9月着任

1． 産婦人科へ米を配送。いつも笑顔でお届け！
2． チェンソー講習を受けた後に、チェンソーカービングクラブに参加しました。
3． 学校給食の食材を配送。生徒の皆さんに地元のおいしい物を食べてもらいたいです。
4． めぇめぇの会（協力隊OBが発起人。P.04）で羊を飼育。新たな観光資源化、耕作放棄地の有効活用が目標です。
5． 趣味はツーリングです。こちらは移住してから購入したバイク。

南阿蘇村農業みらい公社にて地産地
消を推進するために、南阿蘇の農家さん
と、飲食店や宿泊施設をつなげる農産物
マッチングアプリ「ジモノミッケ！」の集荷・
配送作業をしています。また、農産物のマ
ルシェや農業体験イベントの開催や有作
くん（熊本型特別栽培農産物）の申請サ
ポートも業務のひとつです。

南阿蘇の好きなところは、自然が豊か
なところ。四季折々の美しい風景が広が
り、心を癒やしてくれます。

今後の目標として、まずは集荷配送シ
ステムの確立と公社業務の収益化を目
指しています。そして個人としては、家庭
菜園や自分が食べる用の米づくり、羊の
出荷仕事にも挑戦していきたいです！

南阿蘇のおいしいもので
地域の輪をつなぐ

有機農業推進プロジェ
クト（農政課）

大阪府堺市出身。中
学・高校はバスケット

ボール部に所

属。動物看護師として
働き、縁あって南阿蘇

村へ。自然が

大好きで、移住する以
前からアウトドア派。「

大阪にいたこ

ろはよくキャンプに行
っていました」。

Instagram：@t.haruh
aru11

槌田 晴菜さん
 　

2021年11月着任

地域おこし協力隊任期は、最長３年。
着任（移住）したてのころは右も左もわからなかったけれど、
２～３年目になれば多少なりとも見えてくるものがある…のかも？
いまの正直な気持ちをインタビュー。

3

12

45

2 1

4 35
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1． みらい公社で共に働く素敵な仲間たち。
2． 自然豊かな南阿蘇。どこを切り取っても壮大な景色が広がります。
3． 一緒に暮らす大切な家族、猫のピピとマル。日々癒やされています。
4・5． 農業公社で育てている、イチゴとニンニク。

現在は南阿蘇村農業みらい公社で作
物を栽培・管理しながら2024年９月の新
規就農に向けて準備を進めているところ
です。屋号は「南阿蘇 山ノ苺研究所」。南
阿蘇の景観を、農業を通して守る！　そ
の方法を研究し続ける為に、この屋号に
しました。

朝でも夜でも晴れでも雨でも、飽きな
い景色が広がっている南阿蘇。どんな天
候でも、その瞬間瞬間がこの地域のとっ
ておきの魅力になっています。そんな素
敵な場所で好きなことをしながら生活で
きるなんて、幸せ以外の何物でもないで
すね。南阿蘇のポテンシャルを最大限に
活かしながら、まずは有機栽培のイチゴ
と里芋をマスターしたいと思います！

憧れの場所で
好きなことができる幸せ

新規就農プロジェクト
（農政課）

熊本県合志市出身。東
京でアパレル業や飲

食業に従事し

た後、農の道へ進むべ
く地域おこし協力隊に

。公社で試験

的に有機栽培したイ
チゴを、道の駅などで

「MUMUMU 

ICHIGO」として販売
。人を喜ばせること、

おいしいご飯、

猫が好き。　Instagra
m：@ashtau_oshizu

豊留 静香さん
 とよ どめ

2022年3月着任

1． 編集・ライティングスキルを活かして制作したパンフレットや冊子。家や土地活用の後押しに。
2・3． 地域の方とふれ合う場として、交流会を企画。集落内の歴史散策（2）と梅仕事体験（3）。いずれも村内の方
が講師役です。

4． 憧れの和太鼓を始めました。地元のチーム「和楽集団 昂」で活動中。村内でもいろいろ、演奏させていただいています。
5． 北海道にて乗馬体験。目標は熊本と北海道の二拠点生活です！

移住定住や空き家にまつわる情報発
信が業務のメインで、いろいろな地域の
方を取材してまわっています。

暮らしと自然が近いところが、南阿蘇
の魅力。「生きている実感」みたいなもの
が得られます。地域行事がいろいろ残っ
ているところも素敵。地域の人たちが大
切につないできた文化がそこここに垣間
見えます。

それらの魅力をふまえて協力隊活動
の集大成として作っているのが、村の暮
らしにまつわることをまとめた冊子。正し
い情報、というよりも地域の方が話してく
ださった「生きている情報」を、移住を検
討されている方へ伝えたい。観光から一
歩踏み込んだ魅力に触れるきっかけにな
ればいいな。

南阿蘇の暮らしにまつわる
生きた情報を発信

移住・定住促進プロジェク
ト（定住促進課）

熊本県熊本市出身。大
学進学で北海道帯広

市へ。雑誌編

集の仕事を経て、17年
ぶりに熊本へ。南阿蘇

村が、「ただ

いま」を言える場所に
なればいいなと思いつ

つ、業務を通

してふるさとの学び直
し中。

Instagram：@dandel
ion_seeds1124

家入 明日美さん
 　

2022年1月着任

1． 素足で田んぼに入って田植え。大変だけどとても気持ちがいいです！
2． 企画した農業体験イべントにて。農業の先輩たちのお話はとても勉強になります。
3． 稲刈りに挑戦。コンバインの操作も教わりました。
4・５． 刈った稲はかけ干しに。天日と風で、じっくり乾燥。

2年目に入り、有機農業への理解を深
めてもらう活動や農業体験イベントを開
催したり、食品加工業者に農家を紹介し
たり、ボランティアを募って縁農（※）につな
げたりと、多くの機会をいただきました。
心より感謝しています。生産者と消費者な
どが直接つながる場の大切さを実感する
日々です。わたし自身の経験をふまえな
がら、食と農を身近に感じられるような活
動を心がけています。

古くから継がれてきた美しい地で、お
いしいお米を作り続けられるように頑張り
ます！　次世代の子どもたちに、誇れるも
のを残していけるように。

※農業に関心のある人と手助けを必要としている農家との「縁づくり」
を行う取り組み。

次世代へ誇れるものを
残したい

新規就農プロジェクト（農政課）

熊本県熊本市出身。建設業に15年勤務した後、食の大切さに気づき、農業の道へ。稲作を中心とした農家を目指している。2025年就農予定。趣味はイラストとスパイス料理。村のおすすめスポットは塩井社水源。Instagram：@be_seed_

宮脇 悠さん
 　

2022年3月着任
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【移住・定住促進プロジェクト】

南
阿
蘇
に
住
み
た
い

移
住
は
タ
イ
ミ
ン
グ
と
は
よ
く

言
っ
た
も
の
で
︑チ
ャン
ス
は
ふ
い
に

訪
れ
る
︒梅
田
ゆ
う
か
さ
ん
の
場

合
︑仕
事
や
家
族
の
状
況
が
整
っ
た

の
が
︑こ
の
時
だ
っ
た
︒

﹁
景
色
が
き
れ
い
で
︑水
も
食
べ

物
も
お
い
し
い
︒あ
っ
︑温
泉
も
！  

人
と
の
距
離
感
も
︑観
光
や
暮
ら
し

の
規
模
感
も
︑﹃
ち
ょ
う
ど
い
い
﹄﹂

と
︑目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
村
の
素

敵
な
と
こ
ろ
を
話
し
て
く
れ
る
梅

田
さ
ん
︒以
前
携
わ
っ
た
仕
事
の
一

環
で
︑熊
本
県
や
南
阿
蘇
村
の
人
た

ち
と
や
り
取
り
す
る
機
会
が
あ
り
︑

そ
の
人
柄
を
含
め
て
いっ
そ
う
魅
力

的
に
思
え
た
と
振
り
返
る
︒

子
育
て
が
落
ち
着
き
︑本
格
的
に

移
住
を
考
え
出
し
た
こ
ろ
︑訪
ね
た

の
は
村
内
の
と
あ
る
宿
︒宿
主
も
ま

た
移
住
者
で
︑梅
田
さ
ん
の
移
住
相

談
に
親
身
に
乗
っ
て
く
れ
た
そ
う
︒

宿
主
の
す
す
め
で
役
場
に
立
ち
寄
っ

て
み
た
と
こ
ろ
︑ち
ょ
う
ど
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
募
集
が
始
ま
る
タ

イ
ミ
ン
グ
と
言
う
で
は
な
い
か
︒﹁
ま

ず
は
住
ん
で
み
て
︑地
域
を
知
ろ

う
︒退
任
後
の
こ
と
は
動
き
な
が
ら

考
え
よ
う
﹂と
︑目
の
前
の
チ
ャン
ス

を
掴
み
に
行
っ
た
︒

自
分
軸
で
モ
ノ
ゴ
ト
を
捉
え
る

家
族
を
残
し
て
の
単
身
赴
任
︒最

も
変
化
を
感
じ
て
い
る
の
は
︑﹁
自

分
﹂を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
だ
と
い
う
︒﹁﹃
お
母
さ
ん
の
﹄じ
ゃ

な
く
て
︑﹃
私
の
﹄好
き
な
景
色
︑仕

事
︑友
達
︙
︒自
分
が
自
分
と
し
て
︑

関
わ
り
た
いっ
て
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
っ
た
﹂︒

家
族
に
置
い
て
い
た
軸
を
︑少
し

だ
け
自
分
に
引
き
戻
し
た
こ
と
で
︑

﹁
私
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
く
感
覚

が
︑と
っ
て
も
楽
し
い
ん
で
す
︒梅
収

穫
や
農
家
さ
ん
バ
イ
ト
︑南
鉄
復
興

イ
ベン
ト
に
か
き
氷
を
出
店
す
る
な

ど
︑初
め
て
の
体
験
ば
か
り
﹂︒

仕
事
も
暮
ら
し
も
︑い
い
こ
と
ば

か
り
と
は
い
か
な
い
の
が
リ
ア
ル
移

住
ラ
イ
フ
︒そ
れ
で
も
︑﹁
自
分
が
楽

し
ん
で
い
る
姿
を
家
族
に
見
せ
た

い
﹂︒好
き
な
場
所
が
︑ま
た
少
し
増

え
た
そ
う
だ
︒

誰
か
の
た
め
に
、で
き
る
こ
と

現
在
の
仕
事
は
︑空
き
家
・
空
き

地
バン
ク
の
窓
口
対
応
や
移
住
促
進

イ
ベン
ト
の
企
画
な
ど
︒専
門
知
識

や
地
域
の
こ
と
を
イ
チ
か
ら
学
び

つ
つ
の
業
務
と
あ
っ
て
︑頭
は
い
つ
も

パ
ン
パ
ン
だ
︒で
も
︑﹁
関
わ
り
を
重

ね
る
ほ
ど
︑よ
り
向
き
合
っ
て
も
ら

え
る
︒誰
か
の
役
に
立
て
て
い
る
と

い
う
実
感
が
︑や
り
が
い
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
︒地
域
住
人
の
ひ
と
り
と

し
て
迎
え
入
れ
て
も
ら
え
る
こ
と

が
︑何
よ
り
う
れ
し
い
﹂︒

真
摯
な
姿
勢
で
コ
ツ
コ
ツ
と
︒自

分
な
り
の﹁
ち
ょ
う
ど
い
い
﹂を
模
索

中
の
梅
田
さ
ん
だ
︒

自
分
軸
で
探
す
、

「
ち
ょ
う
ど
い
い
」暮
ら
し

福岡県福岡市出身。2023年2月着任。老後の楽
しみの予定が、だいぶん前倒しの移住に。いず
れは家族で南阿蘇に定住するのが夢。子育て
経験を活かし、移住関連イベントなどを企画して
いる。

File.01

梅田 ゆうかさん

上． 事務職経験が豊富な梅田さん。役場の窓口対応や事
務処理の正確さは、さすがのひと言。

1・2.　初めて企画した、子育て移住体験ツアー。保育園や
小学校の見学、給食体験や先輩移住者ママとの座談
会などを行った。参加者からは「やさしい人ばかりで
感動！ すぐにでも移住したい！」という声が。

3． 沢津野区の夏祭りをサポート。地域の方と交流できる
貴重な機会。

3

パン屋さん巡りを楽しんでます♪

　　　　　　　　　
定住促進課

2

1

観光局の「湯ガチャ」で

オリジナルグッズをゲット！
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【移住・定住促進プロジェクト】
耘野 雅人さん

File.02出
会
い
の
な
か
で
育
ん
だ
、

起
業
への
思
い

人
生
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
は
さ

ま
ざ
ま
あ
る
け
れ
ど
︑な
か
で
も

﹁
誰
と
出
会
う
か
﹂が
与
え
る
影
響

は
大
き
い
︒そ
の
点
︑耘
野
雅
人
さ

ん
は
恵
ま
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
︒

中
学
生
の
こ
ろ
に
釣
り
を
始
め

た
と
き
に
は
︑ベ
テ
ラ
ン
の
釣
り
人

に
弟
子
入
り
︒毎
週
の
よ
う
に
九
州

の
川
で
釣
り
に
没
頭
し
た
︒合
間
に

師
匠
が
淹
れ
て
く
れ
た
コ
ー
ヒ
ー

に
︑後
々
ど
っ
ぷ
り
ハマ
る
こ
と
に
な

ろ
う
と
は
︑本
人
も
予
想
だ
に
し
な

い
こ
と
だ
っ
た
︒

就
職
を
機
に
広
島・山
口
県
に
移

住
︒化
学
系
の
実
験
職
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
︑コ
ー
ヒ
ー
の
焙
煎
や
抽
出

の
過
程
に
改
め
て
興
味
を
持
つ
︒趣

味
と
実
益
を
兼
ね
た﹁
実
験
﹂を
重

ね
る
う
ち
に
︑地
域
で
名
の
知
れ
た

店
の
マ
ス
タ
ー
と
知
り
合
っ
て
︑コ
ー

ヒ
ー
の
い
ろ
は
を
教
わ
る
こ
と
に
︒

﹁
い
つ
も
叱
ら
れ
て
ま
し
た︵
笑
︶︒

で
も
と
っ
て
も
面
倒
見
の
い
い
方

で
﹂︒常
連
客
と
の
交
流
か
ら
得
ら

れ
る
も
の
も
多
か
っ
た
と
話
す
︒

﹁
豆
の
個
性
や
︑焙
煎
す
る
人
の

考
え
方
や
ク
セ
︑さ
ま
ざ
ま
な
要

素
が
絡
み
合
う
﹂︒そ
の
奥
深
さ
に

魅
せ
ら
れ
て
︑い
つ
し
か﹁
コ
ー
ヒ
ー

で
誰
か
を
笑
顔
に
し
た
い
﹂と
思
う

よ
う
に
な
る
︒

地
域
の
輪
の
一
員
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
っ
た
の

は
︑総
務
省
の
制
度
と
し
て
起
業
を

後
押
し
し
て
く
れ
る
側
面
が
あ
っ

た
か
ら
︒加
え
て
︑﹁
地
域
に
な
じ
む

ス
テ
ッ
プ
を
踏
め
る
か
も
﹂と
考
え

て
の
こ
と
︒さ
り
と
て
︑未
経
験
の

仕
事
を
学
び
つ
つ
起
業
準
備
を
進

め
る
の
は
︑想
像
以
上
に
難
し
い
︒着

任
し
て
み
て
︑し
み
じ
み
実
感
し
て

い
る
と
い
う
︒そ
ん
な
葛
藤
を
抱
え

る
耘
野
さ
ん
だ
が
︑少
し
ず
つ
︑業

務
に
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
だ
︒

耘
野
さ
ん
は
協
力
隊
業
務
の
一

環
で
︑沢
津
野
区
の
有
志
団
体﹁
早

角
会
﹂の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
︒﹁
深
く
地
域
に
入
り
込
ん
で
︑い

ろ
ん
な
話
が
で
き
る
の
が
う
れ
し

い
︒皆
さ
ん
の
前
向
き
な
姿
勢
に
感

化
さ
れ
て
︑自
分
も
皆
さ
ん
の
た
め

に
何
か
し
た
い
な
っ
て
自
然
に
思
え

る
ん
で
す
﹂︒

ひ
と
ま
ず
︑一
歩
前
進
と
言
っ
た

と
こ
ろ
か
︒最
長
３
年
の
協
力
隊
任

期
︒長
く
は
な
い
が
︑決
し
て
短
く

も
な
い
︒こ
の
期
間
を
ど
う
活
用

し
︑ど
う
過
ご
す
か
︒地
域
お
こ
し

協
力
隊
制
度
の
難
し
さ
で
あ
り
︑醍

醐
味
で
も
あ
る
︒

難しいこともあるけれど、
地域に関わる楽しさがあるから頑張れる

上・1.　早角会のしめ縄づくりに参加。会のメンバーに教わ
りながら、藁を綯うという初めての経験。完成したしめ縄
は、集落の神社に奉納した。

2・3.　早角会が主催した夏祭りでゲームコーナーを担当。

熊本県長洲町出身。2023年４月着任。総合化学メー
カーの研究部門に勤めた後、コーヒー事業で起業
すべく退職し、南阿蘇村へ。「阿蘇のイメージは付加
価値になる。地域のことをもっと知りたいです」。 
Instagram：@kumamotocoffeeroster

123

南阿蘇村で

店を持つことが目標です

地元長洲町に焙煎所をOPEN！

 うん の
定住促進課

 わら な
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【ジビエ活用による有害鳥獣対策プロジェクト】

〝
職
人
〞と
し
て

世
の
大
人
は
︑﹁
子
ど
も
た
ち
に

は
夢
を
持
っ
て
い
き
い
き
と
歩
ん
で

ほ
し
い
﹂と
願
っ
て
い
た
り
す
る
︒で

は
︑子
ど
も
が
憧
れ
る
カ
ッコ
い
い
大

人
と
は
？　

﹁
自
分
に
と
っ
て
の
そ
れ
は
両
親

だ
っ
た
﹂と
︑阿
南
望
さ
ん
︒節
く
れ

だ
っ
た
手
で
大
工
道
具
を
握
る
父

の
背
中
︒冷
蔵
庫
の
あ
り
あ
わ
せ
食

材
を
使
っ
て
︑魔
法
の
よ
う
に
料
理

を
拵
え
て
し
ま
う
母
︒﹁
行
動
で
示

せ
る
っ
て
カ
ッコ
い
い
︒何
か
を
追
求

し
て
︑没
頭
し
て
い
る
大
人
︒言
う

な
れ
ば
︑職
人
か
な
﹂︒

こ
の
職
人
と
い
う
在
り
よ
う
を
︑

阿
南
さ
ん
は
ジ
ビ
エ
を
テ
ー
マ
に
据

え
た
協
力
隊
活
動
に
も
見
出
し
て

い
る
よ
う
だ
︒﹁
自
分
は
料
理
人
と

し
て
三
次
産
業
に
携
わ
っ
て
き
た
︒

ジ
ビ
エ
は
︑一
次︵
狩
猟
︶か
ら
六
次

︵
加
工
︶ま
で
の
す
べ
て
に
関
わ
る
︒

獣
と
し
て
の
生
態
︑さ
ば
き
方
︑森

の
生
態
系
︑阿
蘇
と
い
う
地
形
や
狩

猟
の
歴
史
ま
で
︒ひ
と
つ
知
れ
ば
︑

も
っ
と
知
り
た
く
な
る
﹂︒

料
理
人
目
線
で
言
え
ば
︑地
場
の

ジ
ビ
エ
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
か
た

ま
り
︒ま
た
と
な
い
コン
テ
ン
ツ
と
な

り
そ
う
だ
︒

父
の
挑
戦
を
、

子
ど
も
た
ち
に
見
せ
た
い

長
年
心
血
を
注
い
だ
こ
れ
ま
で

の
仕
事
を
離
れ
︑南
阿
蘇
へ
︑地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住
す
る
︒

そ
の
選
択
を
す
る
か
否
か
︑阿
南
さ

ん
は
相
当
悩
ん
だ
ら
し
い
︒﹁
け
れ

ど
︑決
め
た
︒い
そ
が
し
さ
に
か
ま

け
て
守
り
に
入
っ
て
い
た
自
分
を
脱

却
し
よ
う
︑いっ
ぱ
い
恥
を
か
い
て
新

し
い
こ
と
を
学
ん
で
み
よ
う
っ
て
︒

そ
う
い
う
姿
を
︑子
ど
も
た
ち
に
見

せ
た
い
な
﹂︒

阿
南
さ
ん
の
本
気
に
︑妻
も
力
強

く
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
︒い
ま
で

は
︑３
人
の
子
ど
も
た
ち
も
一
緒

に
︑登
山
や
虫
捕
り
を
し
て
楽
し
む

時
間
が
増
え
た
と
い
う
︒

誰
か
の
歓
び
に
寄
り
添
う
仕
事

阿
南
さ
ん
の
仕
事
の
ス
タ
ン
ス
は

と
て
も
明
快
︒﹁
誰
か
に
笑
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
が
︑自
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
る
﹂︒仕
事
内
容
と
し
て
は
料

理
か
ら
少
し
距
離
を
置
い
て
も
︑そ

の
軸
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
︒

協
力
隊
活
動
に
お
け
る
目
標
の

ひ
と
つ
は
︑ジ
ビ
エ
の
解
体
処
理
施

設
の
完
成
︒﹁
た
と
え
ば
そ
の
横
に

Ｂ
Ｂ
Ｑ
施
設
を
作
っ
て
︑食
育
を
考

え
る
場
に
す
る
の
も
い
い
か
も
﹂と
︑

そ
の
先
の
展
望
を
語
る
︒﹁
ま
ず
は

自
分
が
︑命
を
い
た
だ
く
と
い
う
行

為
を
身
近
な
も
の
に
し
よ
う
﹂と
︑

狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
と
こ
ろ
だ
︒

﹁
自
分
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
︑

正
直
な
と
こ
ろ
未
知
数
で
す
︒で

も
︑ワ
ク
ワ
ク
し
て
る
︒人
生
︑ワ
イ

ル
ド
に
い
き
た
い
﹂︒そ
う
言
っ
て
︑ニ

ヤ
リ
︒そ
の
カ
ッ
コ
い
い
背
中
に
︑大

人
も
憧
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
︒

新
た
な
る
挑
戦
。

ワ
イ
ル
ド
に
、カ
ッコ
よ
く
！

熊本県高森町出身。2023年6月着任。南阿蘇で
の暮らしは、ふるさと（阿蘇地域）を再発見する
機会にもなっている。ハンター、料理人に加え、ド
ローン操縦や動画編集など複合的なビジネスを
展開予定。 Instagram：@cutting_man9

File.03

阿南 望さん

上． 「獲物を狙っている風で（笑）」。撮影のため、茶目っけ
たっぷりに茂みの中に潜んでくれた阿南さん。

1． 同じプロジェクトの盛山さんと。軽妙なやりとりが楽し
い２人。

2． 有害駆除されたシカやイノシシの尻尾は、役場に届け
られる。数を数えるのも仕事のうち。

※写真に写っているのはケースのみ。銃は入っていません。

色鮮やかなボタン（猪）肉。

妻と2男1女の五人家族。

家族みんな料理大好き！

 あ なん のぞみ
農政課

2

1
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【ジビエ活用による有害鳥獣対策プロジェクト】
盛山 裕史さん

File.04料
理
の
お
も
し
ろ
さ
に
は
ま
る

﹁
料
理
の
魅
力
は
︑食
べ
た
人
み

ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
こ
と
！
﹂そ

う
話
し
て
く
れ
た
盛
山
裕
史
さ
ん

の
転
機
は
︑学
生
時
代
︒飲
食
店
で

の
ア
ル
バ
イ
ト
が
楽
し
い
あ
ま
り
︑

な
ん
と
大
学
を
中
退
し
て
ス
タ
ッ
フ

に
な
っ
た
︒そ
の
う
ち
︑勉
強
を
兼

ね
て
店
の
ま
か
な
い
を
作
る
よ
う
に

な
る
︒﹁
先
輩
に
褒
め
て
も
ら
え
る

の
が
う
れ
し
く
て
︑も
っ
と
う
ま
く

な
り
た
いっ
て
欲
が
出
て
き
た
﹂︒

そ
れ
ま
で
本
格
的
に
料
理
を
学

ん
だ
こ
と
の
な
か
っ
た
盛
山
さ
ん
は

﹁
料
理
の
芯
﹂と
も
言
う
べ
き
基
礎

を
学
び
に
単
身
イ
タ
リ
ア
へ
︒寝
る

場
所
と
食
事
の
提
供
を
条
件
に
︑数

軒
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
厨
房
で
働
い
た
︒

ほ
と
ん
ど
武
者
修
業
だ
︒

帰
国
し
て
か
ら
は
東
京
の
飲
食

店
に
勤
務
︒そ
の
後
︑妻
と
2
人
で

福
岡
へ
移
住
す
る
︒

目
指
す
は
料
理
人
ハン
タ
ー

福
岡
の
飲
食
店
で
働
い
て
い
た
盛

山
さ
ん
の
元
に
︑あ
る
と
き
︑捕
獲

さ
れ
た
野
生
の
シ
カ
が
届
い
た
︒す

で
に
息
を
引
き
取
っ
て
い
た
が
︑ま

だ
温
か
い
︒﹁
ブ
ワ
ー
っ
て
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
が
出
て
き
て
︒あ
あ
︑﹃
こ
こ
か

ら
﹄な
ん
だ
っ
て
実
感
し
た
と
い
う

か
︒自
分
が
料
理
で
き
る
の
は
︑誰

か
が
野
菜
を
作
っ
た
り
︑動
物
に
と

ど
め
を
刺
し
た
り
し
て
く
れ
て
い

る
か
ら
だ
よ
な
っ
て
︙
﹂︒

﹁
躊
躇
し
た
ら
ダ
メ
だ
︒そ
れ
は

シ
カ
に
失
礼
だ
﹂︒自
ら
の
手
で
黙
々

と
シ
カ
を
さ
ば
き
な
が
ら
︑明
確
な

言
葉
に
で
き
な
い
も
の
を
︑盛
山
さ

ん
は
感
じ
取
っ
て
い
た
︒そ
ん
な
と

き
に
目
に
し
た
︑ジ
ビ
エ
が
テ
ー
マ
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
の
情
報
︒

﹁
こ
れ
だ
！
﹂盛
山
さ
ん
の
目
指
す

方
向
が
︑﹁
ハン
タ
ー
で
も
あ
る
料
理

人
﹂へ
と
集
約
さ
れ
て
いっ
た
︒

初
め
て
触
れ
る
知
識
を
飲
み
込

み
︑地
域
の
鳥
獣
被
害
の
現
状
を
確

認
し
︑猟
友
会
の
ベ
テ
ラ
ン
陣
の
話

を
と
に
か
く
聞
く
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
仕
事
︒晴
れ
て
狩
猟
免
許
を
取

得
し
て
か
ら
は
︑仕
掛
け
た
罠
の
見

回
り
や
か
か
っ
た
鳥
獣
の
捕
殺
も

少
し
ず
つ
行
っ
て
い
る
︒

こ
れ
ま
で
の
仕
事
と
は
か
な
り

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
も
の
の
︑﹁
な
ん

で
も
お
も
し
ろ
が
れ
る
﹂盛
山
さ
ん

の
こ
と
︑日
々
の
新
発
見
を
楽
し
ん

で
い
る
様
子
︒﹁
料
理
に
軸
を
置
く

こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
︒狩
猟
免
許

を
取
っ
た
こ
と
で
︑地
域
の
た
め
に

具
体
的
に
で
き
る
こ
と
が
増
え
た

の
は
一
歩
前
進
﹂︒

い
の
ち
と
正
面
か
ら
向
き
合
う
︒

そ
う
覚
悟
を
決
め
た
料
理
人
の
挑

戦
は
︑始
ま
っ
た
ば
か
り
︒

ハンター×料理人。
自分なりの、いのちとの向き合い方

1. 箱罠に入って作業中。動物の生態をふまえて設置場所
を考えるのも、なかなか難しい。

2. 球磨村にて研修。イノシシの解体を学ぶ。
3. 林床に仕掛けた、括り罠。

千葉県市川市出身。2023年5月着任。妻と生ま
れたばかりの長男と共に、南阿蘇へ。「いまはイ
ンプットが多い時期。そろそろアウトプットした
いな」。いずれは自身の店を持ち、食材のひとつ
としてジビエを活用したいと考えている。

123

イタリアンが得意です。

カルデラの中に住むって、

なんだかすごい！

 ひろ ふみ
農政課
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【新規就農プロジェクト】

も
の
づ
く
り
に
魅
せ
ら
れ
て

﹁
洋
服
を
作
っ
て
い
ま
し
た
﹂︒泥

だ
ら
け
の
シ
ャ
ツ
に
汗
を
に
じ
ま

せ
︑メ
ガ
ネ
の
奥
の
瞳
を
キ
ュッ
と
細

め
て
︑中
山
勇
治
さ
ん
は
穏
や
か
に

振
り
返
る
︒

も
の
づ
く
り
好
き
は
︑父
の
影
響
︒

フ
ァッ
シ
ョンへの
関
心
か
ら
服
飾
の

仕
事
を
志
し
た
︒﹁
服
の
こ
と
し
か

考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
︑没
頭
し
て

い
ま
し
た
︒こ
う
し
た
い
︑を
自
分
の

手
で
形
に
で
き
る
と
こ
ろ
に
︑自
己

表
現
の
楽
し
さ
が
あ
っ
た
の
か
も
﹂︒

そ
ん
な
中
山
さ
ん
が
農
に
直
接

携
わ
る
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
は
︑結

婚
式
を
挙
げ
た
と
き
の
こ
と
︒﹁
よ

く
も
悪
く
も
︑そ
こ
に
は
自
分
の
人

生
の
縮
図
が
あ
っ
た
﹂︒自
ら
の
足
跡

を
残
せ
る
仕
事
と
は
な
ん
だ
ろ

う
？ 

生
き
方
を
見
つ
め
直
す
な
か
︑

辿
り
着
い
た
の
が
農
業
だ
︒

店
で
購
入
し
た
野
菜
を
食
べ
て
︑

お
い
し
い
と
思
っ
た
生
産
者
の
も
と

を
訪
ね
歩
き
︑学
び
を
深
め
て
い
っ

た
中
山
さ
ん
︒あ
る
と
き
自
然
栽

培
の
野
菜
を
口
に
し
て
︑﹁
感
動
し

ま
し
た
！ 

味
が
し
っ
か
り
し
て
て
︑

お
い
し
い
﹂︒食
べ
物
を
作
る
と
い
う

こ
と
に
加
え
︑農
業
を
通
し
て
環
境

の
こ
と
ま
で
考
え
る
と
い
う
感
覚

も
新
鮮
だ
っ
た
と
話
す
︒

﹁
服
は
自
分
で
コン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
け
れ
ど
︑農
業
は
違
う
︒お
日
様

と
土
と
水
︑そ
こ
に
人
の
知
恵
が
加

わ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
︒農
業
っ
て
︑

究
極
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
？ 

っ
て
﹂︒

見
え
な
い
も
の
を
、

見
え
な
い
な
り
に

中
山
さ
ん
に
は
座
右
の
銘
が
あ

る
︒そ
れ
は﹁
楕
円
に
生
き
る
﹂と
い

う
こ
と
︒

た
と
え
ば
︑慣
行
栽
培
と
有
機

栽
培
︒都
市
暮
ら
し
と
田
舎
暮
ら

し
︒相
反
す
る
価
値
観
を
前
に
し
た

と
き
︑一
方
が
正
し
く
他
方
は
誤
り

と
判
断
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
︒け
れ

ど
実
際
は
︑そ
れ
ぞ
れ
に
よ
し
あ
し

が
あ
る
︒﹁
ひ
と
つ
の
正
し
さ
を
求

め
な
い
︒矛
盾
す
る
価
値
観
の
間
を

行
っ
た
り
来
た
り
思
考
を
巡
ら
せ

る
こ
と
で
︑そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
活

か
し
な
が
ら
就
農
や
定
住
と
い
う

目
標
に
向
き
合
う
ヒ
ン
ト
を
得
ら

れ
る
の
か
も
な
︑と
﹂︒

価
値
観
を
点
と
し
て
考
え
て
み

よ
う
︒矛
盾
す
る
点
の
い
ず
れ
か
一

方
を
選
ぶ
な
ら
︑そ
の
周
囲
に
描
か

れ
る
の
は
真
円
だ
︒そ
う
で
は
な

く
︑も
う
一
方
の
点
も
丸
ご
と
包
ん

で
し
ま
お
う
と
い
う
の
が
︑中
山
さ

ん
流
︒２
つ
の
点
が
近
づ
い
た
り
遠

ざ
か
っ
た
り
す
る︵
思
考
を
行
っ
た

り
来
た
り
さ
せ
る
︶こ
と
で
描
か
れ

る
の
は
︑不
規
則
に
伸
び
縮
み
す
る

楕
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒

緩
や
か
な
円
の
な
か
で
さ
ま
ざ

ま
に
思
考
を
巡
ら
せ
つ
つ
︑確
た
る

結
論
を
出
さ
な
い
︒見
え
な
い
も
の

を
︑見
え
な
い
な
り
に
︒あ
り
の
ま

ま
に
受
け
止
め
て
︑自
ら
の
内
で
育

も
う
と
す
る
中
山
さ
ん
の
お
お
ら

か
な
生
き
方
は
︑と
て
も
や
さ
し
い

も
の
に
思
え
た
︒

ク
リ
エ
イ
ティ
ブ
な
農
に
携
わ
り
な
が
ら
、

楕
円
に
生
き
る

 

だ 

え
ん

茨城県境町出身。2023年７月着任。前職での繊
維植物の研究が、農への入り口。取引工場が佐
賀県にあったことで、九州と縁を持つ。協力隊
期間は「やりたいことと現実の折り合いを探る
時間」。

File.05

中山 勇治さん

1． 協力隊業務で水田除草中。外輪山を眺めながら。
2． 初めて作った米で土鍋ごはん。
3． 研修先で収穫したラディッシュ。「野菜の扱い方を学ん
でいます」。

4． 村内をフラッとドライブして出合った絶景。
5． 五ヶ瀬町の茶畑へ。村外でも積極的に活動。

5

3

2

4

1

読書も趣味

毎日違うメガネをします

　　　　　　　　　
農政課
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【新規就農プロジェクト】
黒崎 以朗さん

File.06運
ぶ
人
か
ら
つ
く
る
人
へ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
が
︑未

知
の
世
界
へ
飛
び
込
む
後
押
し
に
な

る
こ
と
が
あ
る
︒黒
崎
以
朗
さ
ん
の

場
合
が
そ
う
︒東
京
か
ら
熊
本
県
南

阿
蘇
村
へ
︒縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
土

地
へ
来
た
の
は
︑農
業
を
学
ぶ
た
め

だ
︒﹁
東
京
の
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援

セ
ン
タ
ー
に
農
業
が
や
り
た
い
と
相

談
し
た
ん
で
す
︒熊
本
は
水
が
い
い

し
︑農
業
が
盛
ん
だ
と
聞
い
て
︒情

報
収
集
す
る
う
ち
に
︑南
阿
蘇
の
新

規
就
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
を
知

り
ま
し
た
﹂︒

前
職
で
は
︑青
果
物
の
配
送
業
務

に
従
事
し
て
い
た
黒
崎
さ
ん
︒次
第

に
︑消
費
者
の
も
と
へ
運
ん
で
い
た

青
果
物
そ
の
も
の
へ
興
味
を
抱
く

よ
う
に
な
っ
て
いっ
た
︒﹁
食
への
こ
だ

わ
り
が
強
い
お
客
さ
ん
が
多
か
っ
た

印
象
で
す
ね
︒会
社
で
は
︑野
菜
の

販
促
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
︑

生
産
者
の
話
を
聞
く
機
会
も
そ
れ

な
り
に
あ
っ
て
︒野
菜
が
育
つ
背
景

に
︑す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
﹂︒

農
業
︑あ
り
だ
な
︒黒
崎
さ
ん
の

な
か
で
育
っ
て
い
っ
た
気
持
ち
が
つ

い
に
動
い
た
の
は
︑コ
ロ
ナ
禍
で
の
こ

と
︒﹁
お
客
さ
ん
に
対
面
で﹃
あ
り
が

と
う
﹄っ
て
言
っ
て
も
ら
え
る
の
が
︑

や
り
が
い
だ
っ
た
︒そ
れ
が
で
き
な

く
な
っ
て
︙
﹂︒こ
れ
を
チ
ャン
ス
と

一
念
発
起
︒運
ぶ
人
か
ら
︑つ
く
る

人
に
な
る
べ
く
︑舵
を
切
っ
た
︒

誰
か
の「
お
い
し
い
」を
聞
き
た
い

﹁
熊
本
と
い
え
ば
︑ト
マ
ト
﹂︒仕

事
柄
︑商
品
と
し
て
扱
っ
た
こ
と
も

き
っ
と
多
か
っ
た
だ
ろ
う
ト
マ
ト

を
︑独
立
後
の
栽
培
品
目
に
考
え
て

い
る
黒
崎
さ
ん
︒研
修
を
通
し
て
︑

﹁
つ
き
っ
き
り
で
様
子
を
見
な
い
と

い
け
な
い
か
ら
︑栽
培
が
難
し
い
︒け

れ
ど
︑そ
こ
が
お
も
し
ろ
い
﹂と
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
様
子
︒

自
ら
が
農
業
を
学
ぶ
立
場
に
な

っ
た
こ
と
で
︑前
職
で
感
じ
て
い
た

﹁
お
客
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
﹂に
つ
い
て

も
︑﹁
こ
う
い
う
こ
と
か
﹂と
納
得
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
話
す
︒

﹁
作
り
方
次
第
で
︑味
も
栄
養
価
も

収
量
も
変
わ
っ
て
く
る
﹂︒品
質
︑規

模
感
︑収
入
︒自
分
が
ど
の
ラ
イ
ン

を
目
指
す
の
か
は
︑判
断
が
難
し
い

と
こ
ろ
だ
︒学
ん
で
は
考
え
︑実
践

し
て
は
考
え
︒

で
も
︑こ
れ
だ
け
は
決
め
て
い
る
︒

﹁
せ
っ
か
く
農
家
に
な
る
の
な
ら
︑

﹃
お
い
し
い
﹄っ
て
言
っ
て
も
ら
え
る

農
家
に
な
り
た
い
﹂︒地
域
の
人
に
こ

そ
選
ん
で
も
ら
え
る
お
い
し
い
ト
マ

ト
を
作
る
こ
と
が
︑当
面
の
目
標

だ
︒い
ず
れ
は
︑観
光
農
園
と
し
て

の
展
開
や
海
外
輸
出
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
︒

自分で考えて決めて、
手を動かすことにこだわりたい

上. 南阿蘇ワイン「RED cow」の原料となる、ワイン用ブドウ
の収穫作業。

1. 機械の操作方法を学ぶ黒崎さん。
2. 協力隊仲間の、さつまいもの試験栽培をサポート。
3. 研修先のトマト農家にて。「管理が難しいぶん、飽きない
です」。

東京都八王子市出身。2023年3月着任。有機農
業の考え方のひとつ、BLOF（ブロフ）理論に興
味あり。「茅とか竹とか、地域で余っている素材
を肥料として活用できないか考えてみたい」と話
してくれた。

123

景色がきれいでいいな

自宅の近くに水源！

   とも ろを
農政課
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1

【新規就農プロジェクト】

人
と
つ
な
が
る
生
き
方
を

人
が
夢
を
語
る
と
き
︑た
い
て
い

は﹁
何
に
な
り
た
い
か
﹂﹁
何
を
し
た

い
か
﹂と
い
う
こ
と
が
論
点
に
な
る
︒

け
れ
ど
御
木
徳
大
さ
ん
に
と
っ
て
︑

農
家
に
な
る
こ
と
は
︑自
ら
の
あ
り

方
を
表
現
す
る
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
で

あ
る
よ
う
だ
︒﹁
農
業
は
︑人
と
人
と

が
一
歩
踏
み
込
ん
だ
つ
な
が
り
を

育
め
る
仕
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て

思
っ
た
ん
で
す
﹂︒

御
木
さ
ん
の
な
か
に
農
業
と
い

う
選
択
肢
の
芽
が
育
ち
始
め
た
の

は
︑結
婚
し
て
子
ど
も
を
授
か
っ
た

こ
ろ
︒家
族
で
小
さ
な
農
園
を
持
て

た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
︙
と
い
う

漠
然
と
し
た
憧
れ
は
︑﹁
つ
な
が
り

を
大
事
に
し
た
い
﹂と
い
う
価
値
観

と
結
び
つ
く
こ
と
で
昇
華
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
︒

と
は
い
え
︑ま
っ
た
く
畑
違
い
の

分
野
へ
飛
び
込
む
リ
ス
ク
を
無
視

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
︒初
期
投

資
の
大
き
い
農
業
︑家
族
が
い
れ
ば

な
お
さ
ら
︑考
え
る
べ
き
要
素
は
多

い
だ
ろ
う
︒﹁
覚
悟
を
決
め
て
も
︑

や
っ
ぱ
り
怖
か
っ
た
﹂の
は
︑当
然
の

こ
と
だ
︒御
木
さ
ん
の
背
中
を
押
し

た
の
は
︑地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制

度
︒給
与
を
受
け
取
り
な
が
ら
学
べ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
︑隊
員
と
し
て

地
域
課
題
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
点
も
︑御
木
さ
ん
に
ぴ
っ

た
り
は
ま
っ
た
︒

南
阿
蘇
で
の
暮
ら
し
と
こ
れ
か
ら

御
木
さ
ん
は
︑前
職
の
転
勤
で
熊

本
市
に
住
ん
だ
経
験
が
あ
る
︒当
時

か
ら
阿
蘇
に
も
よ
く
遊
び
に
来
て
い

て
︑山
並
み
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
て

い
た
そ
う
︒地
元
関
西
で
は
高
野
山

信
仰
が
盛
ん
な
こ
と
も
あ
り
︑祈
り

と
い
う
視
点
か
ら
も
阿
蘇
の
山
々
へ

親
近
感
を
抱
い
た
と
い
う
︒

移
住
に
際
し
て
は
折
よ
く
一
軒

家
を
賃
貸
し
︑家
族
で
家
庭
菜
園

を
楽
し
ん
で
い
る
︒﹁
ト
マ
ト
嫌
い
の

上
の
子︵
3
歳
︶が
ト
マ
ト
大
好
き
に

な
っ
た
ん
で
す
︒下
の
子︵
1
歳
︶は

離
乳
食
代
わ
り
に
野
菜
を
丸
か
じ

り
し
て
い
ま
す
﹂︒日
々
の
研
修
で
学

ん
だ
土
づ
く
り
を
家
庭
菜
園
で
も

実
践
中
︒畑
作
業
を
し
て
い
る
と
近

所
の
人
が
声
を
か
け
て
く
れ
る
の

が
う
れ
し
い
︒ま
さ
に
︑﹁
畑
が
つ
な

ぐ
人
の
縁
﹂だ
︒

実
際
に
農
業
の
現
場
に
立
っ
て
み

て
︑見
え
て
き
た
課
題
も
あ
る
︒﹁
農

家
の
職
域
が
と
ん
で
も
な
く
広
い
︒

野
菜
に
詳
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
︑機

械
︑大
工
︑経
理
︑営
業
︑人
材
育
成

︙
︒百
姓
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
か
︑

と
﹂︒思
い
描
く﹁
人
が
集
う
農
業
﹂

実
現
への
道
は
容
易
い
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
︒け
れ
ど
︑﹁
ど
う
あ
り
た

い
か
﹂を
自
ら
に
問
い
続
け
る
御
木

さ
ん
の
こ
と
だ
︒そ
の
道
の
り
さ

え
︑と
こ
と
ん
真
剣
に
︑に
っ
こ
り
笑

っ
て
︑歩
ん
で
い
く
の
だ
ろ
う
︒

 

た 

や
す

農
業
と
い
う
生
き
方
。

一
歩
踏
み
込
ん
だ
、つ
な
が
り
を

大阪府富田林市出身。2023年4月着任。前職で
熊本に住んだ際に、「野菜の味が全然違う！ も
のすごくおいしい！」と感動したことが、熊本移住
のきっかけ。大学では美術系で学び、いまでも絵
を描くのが好き。　Instagram：@tokuhiromiki

File.07

御木 徳大さん

上． 野菜の多品目栽培を目指す御木さんだが、米農家の
後継者不足の現状を知り、継承についても考えるよう
になったそう。

1． 村の特産品、そばの収穫オペレーター業務。
2． BLOF理論、炭素循環農法、自然栽培手法を組み合わ
せつつアレンジして育てたニンジン。その味に、家族も
大満足だったようだ。

3． 自家製たい肥で土づくりの勉強中。パンジーがきれい
に咲いた。

23

めぇめぇの会（P．04）で
羊と景色を堪能

農家さんに、家族ぐるみで

お世話になっています

 み き とく ひろ
農政課
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【新規就農プロジェクト】
大塚 史也さん

File.08逆
境
に
燃
え
る
タ
イ
プ

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
爽
や
か

な
笑
顔
が
印
象
的
な
大
塚
史
也
さ

ん
︒イ
メ
ー
ジ
違
わ
ず
︑か
つ
て
は
ス

ポ
ー
ツ
少
年
だ
っ
た
ら
し
い
︒と
く

に
打
ち
込
ん
だ
の
は
野
球
︒高
校
を

卒
業
し
て
就
職
す
る
ま
で
︑白
球
を

追
い
か
け
る
青
春
を
送
っ
た
︒

大
塚
さ
ん
は
︑﹁
難
し
い
こ
と
に
こ

そ
挑
戦
し
た
く
な
る
タ
イ
プ
か
も
﹂

と
自
己
分
析
す
る
︒野
球
は
も
と

よ
り
︑受
験
に
し
ろ
︑就
職
活
動
に

し
ろ
︑﹁
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
﹂と

い
う
周
囲
の
や
ん
わ
り
と
し
た
制

止
な
ど
な
ん
の
そ
の
︒﹁
や
る
と
決

め
た
か
ら
に
は
︑や
る
﹂︒自
分
で
決

め
て
︑一
つ
ひ
と
つ
行
動
と
結
果
を

積
み
重
ね
て
き
た
︒20
代
半
ば
で
︑

こ
ん
な
地
道
な
努
力
が
で
き
る
胆

力
を
備
え
て
い
る
な
ん
て
︑驚
く
べ

き
こ
と
だ
︒

農
業
と
大
切
な
思
い
出

そ
ん
な
大
塚
さ
ん
が
次
な
る
挑

戦
相
手
と
す
る
の
は
︑農
業
︒大
手

電
子
機
器
企
業
の
製
造
部
門
か
ら
︑

ま
っ
た
く
異
な
る
分
野
への
転
換
と

い
う
こ
と
に
な
る
︒い
く
つ
か
の
要

因
が
重
な
っ
て
の
転
職
で
は
あ
る

が
︑も
っ
と
も
大
き
な
要
因
は
大
切

な
思
い
出
に
あ
る
︒

聞
け
ば
︑大
塚
さ
ん
は
ほ
ん
の
幼

い
こ
ろ
か
ら
農
に
親
し
ん
で
育
っ
た

と
い
う
︒な
か
で
も
︑曾
祖
父
母
と
い

っ
し
ょ
に
家
庭
菜
園
を
し
た
り
︑お

土
産
に
と
お
い
し
い
野
菜
を
持
た
せ

て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
︑

﹁
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
な
~
っ
て
﹂︒

い
つ
し
か
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た

気
持
ち
を
取
り
戻
し
た
大
塚
さ

ん
︒農
家
に
な
る
と
い
う
目
標
を
掲

げ
︑地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
進

み
は
じ
め
た
︒

食
の〝
つ
く
り
て
〞と
し
て

﹁
植
物
が﹃
動
く
﹄様
子
が
︑お
も

し
ろ
い
ん
で
す
！
﹂と
︑農
業
の
魅

力
を
語
る
大
塚
さ
ん
︒茎
や
葉
を

理
想
の
状
態
に
近
づ
け
る
た
め
に
手

を
入
れ
れ
ば
︑植
物
が
応
え
て
く
れ

る
︒そ
ん
な
と
こ
ろ
に
︑奥
深
さ
を

覚
え
て
い
る
︒

加
え
て
︑こ
う
も
話
す
︒﹁
な
に
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
時
代
︒み
ん

な
で
生
き
て
い
く
た
め
の
環
境
を
︑

農
業
を
通
し
て
構
築
で
き
な
い
か

な
っ
て
考
え
る
ん
で
す
︙
︒う
ま
く

言
え
な
い
け
ど
﹂︒

農
家
に
な
る
︒そ
の
目
標
へ
近
づ

く
ほ
ど
︑遥
か
先
の﹁
目
的
﹂の
輪
郭

が
︑は
っ
き
り
し
て
く
る
に
違
い
な

い
︒そ
こ
に
見
え
て
く
る
も
の
が
ど

ん
な
形
を
し
て
い
る
の
か
︑と
て
も

楽
し
み
に
思
う
︒

逆境にこそ挑め！
投げ出さずコツコツと

上. イチゴを試験栽培。「花もかわいいですよね」。
1. 初めての家庭菜園で収穫したダイコン。
2. 南阿蘇村で畑を借り、チンゲンサイ、カブ、キャベツ、白菜、
春菊…など、いろいろ育ててみているそう。

3. 研修先の農家でミニトマトを収穫。

熊本県西原村出身。2023年３月着任。栽培品目
はイチゴとトマト。イチゴは「甥っ子の大好物」だ
とか。勉強中の有機農業についても、「難しいけ
れどやりがいがありそう」と話す。
Instagram：@f19_u_w

123

ラーメンが
好物です

趣味は魚釣り。
大物！

　　　　
農政課
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1

【新規就農プロジェクト】

家
族
と
自
分
の
役
割

江
藤
俊
希
さ
ん
の
両
親
は
︑フ
レ

ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
い
る
︒

両
親
は
料
理
を
︑江
藤
さ
ん
は
野

菜
づ
く
り
を
︒家
族
の
役
割
分
担
の

一
翼
を
担
い
た
い
と
い
う
の
が
︑食

や
農
業
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け

だ
っ
た
︒

県
立
農
業
大
学
校
で
農
業
に
関

す
る
基
礎
を
身
に
つ
け
た
江
藤
さ

ん
︒そ
の
ま
ま
就
農
を
目
指
す
こ
と

も
考
え
た
が
︑さ
ら
に
２
年
︑地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
学
ぶ
こ
と

を
選
択
す
る
︒

と
い
う
の
も
︑家
族
の
拠
点
が
熊

本
市
内
か
ら
南
阿
蘇
村
へ
移
っ
た
か

ら
︒か
ね
て
よ
り
両
親
が
思
い
描
い

て
い
た﹁
農
の
か
た
わ
ら
に
あ
る

食
﹂︒そ
の
実
践
の
た
め
に
店
を
移

転
︑家
族
で
移
住
し
た
の
だ
︒

﹁
自
分
の
役
割
は
︑地
域
と
の
か

か
わ
り
を
つ
く
る
こ
と
︒移
住
し
て

い
き
な
り
就
農
す
る
よ
り
︑ま
ず
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
︑地
域

を
学
び
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
大
切
か
な
っ
て
﹂︒

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性

食
や
農
業
関
係
以
外
に
も
︑さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
江
藤
さ
ん
︒農
家
に
な
る
︑と
い

う
よ
り
は
︑多
業
を
組
み
合
わ
せ
た

展
開
を
考
え
て
い
る
と
い
う
︒﹁
感

性
が
向
か
う
先
﹂と
し
て
い
く
つ
か

挙
げ
て
く
れ
た
の
は
︑服
飾
や
絵
︑

写
真
な
ど
︒

た
と
え
ば
作
物
の
生
長
過
程
や

店
の
料
理
を
写
真
に
撮
っ
た
り
︑野

菜
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
た
絵
を

描
い
た
り
︒味
わ
い
だ
け
で
な
い
︑食

に
ま
つ
わ
る
多
面
的
な
魅
力
に
気

づ
か
せ
て
く
れ
る
︒と
り
わ
け
色
彩

へ
の
セ
ン
サ
ー
が
強
い
よ
う
で
︑﹁
西

洋
野
菜
の
カ
ラ
フ
ル
さ
が
好
き
﹂︒こ

う
し
た
江
藤
さ
ん
な
ら
で
は
の
柔

軟
な
視
点
と
発
想
力
は
︑野
菜
づ
く

り
を
学
ぶ
う
え
で
も
遺
憾
な
く
発

揮
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
︒

﹁
農
業
っ
て
︑や
り
方
も
考
え
方

も
人
そ
れ
ぞ
れ
︒正
解
は
な
い
ん
だ

よ
な
ぁ
﹂︒あ
る
人
は
A
と
い
う
手

法
が
い
い
と
言
う
け
れ
ど
︑別
な
人

は
B
が
い
い
と
言
う
︒そ
れ
だ
け
︑多

種
多
様
な
可
能
性
に
あ
ふ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
︒江
藤
さ
ん
は
︑

人
の
数
だ
け
あ
る
考
え
方
を
否
定

し
な
い
︒そ
の
う
え
で
︑小
さ
な
可

能
性
の
一
つ
ひ
と
つ
に
そ
っ
と
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
の
が
︑と
て
も

上
手
な
の
だ
と
思
う
︒

そ
ん
な
江
藤
さ
ん
ら
し
い
農
への

か
か
わ
り
方
は
︑私
た
ち
が
こ
れ
ま

で
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
美
し
く
多

様
な
世
界
を
見
せ
て
く
れ
る
か
も

し
れ
な
い
︒

可
能
性
に
色
づ
く
世
界
。

自
分
ら
し
い
、農
業
と
の
か
か
わ
り
方

熊本県熊本市出身。2023年3月着任。「循環を
テーマにしたい」と、雑草を土に返す土づくりを
試している。多品目栽培をする予定。
Instagram：@shunki44

File.09

江藤 俊希さん

上. 協力隊で企画した稲刈りイベントにて。
1. 農業みらい公社が管理するワイン用ぶどう園で収穫
作業。

2・3.　両親が営むフランス料理店、ラ・ビネット。店前の畑
で西洋野菜の栽培に挑戦中。「管理がうまくいかなく
て、バースニップの芽が出なかったのが悔しい」と江
藤さん。精進あるのみだ。

3

イラストコレクションその２ダンスするダイコンとバカンス中のジャガイモ

イラストコレクションその１

一服するメロンとお茶目なニンジン

   しゅん き
農政課
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【南阿蘇鉄道復興支援プロジェクト】
中牟田 朋宗さん

File.10大
事
な
も
の
を
大
事
に
す
る

ピ
ン
と
き
た
ら
や
っ
て
み
る
︒そ

れ
が
中
牟
田
朋
宗
さ
ん
の
人
生
ス

タ
ン
ス
︒﹁
け
っこ
う
い
ろ
い
ろ
や
っ
て

み
た
い
タ
イ
プ
で
﹂︒動
物
園
の
飼
育

係
︑カ
メ
ラ
マ
ン
︑保
育
補
助
員
な

ど
︑携
わ
っ
た
仕
事
は
多
岐
に
わ
た

る
︒も
ち
ろ
ん
︑す
べ
て
に
真
剣
に
向

き
合
っ
て
き
た
こ
と
は
︑言
う
ま
で

も
な
い
︒

そ
ん
な
中
牟
田
さ
ん
が
と
り
わ

け
影
響
を
受
け
た
の
が
︑東
京
で
カ

メ
ラ
マ
ン
を
し
て
い
た
こ
ろ
に
出
会

っ
た
人
た
ち
︒﹁
そ
れ
ま
で
の
人
生

観
が
ひ
っ
く
り
返
り
ま
し
た
︒い
ろ

ん
な
人
と
会
っ
た
け
れ
ど
︑み
ん
な

夢
や
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
︑輝

い
て
い
た
︒尊
敬
で
き
る
経
営
者
に

も
出
会
え
た
﹂︒

自
分
に
も
他
人
に
も
︑大
事
な
も

の
が
あ
る
︒自
分
が
自
分
で
い
る
こ

と
が
︑い
ち
ば
ん
︒状
況
を
変
え
た

い
な
ら
︑自
分
が
変
わ
る
︒

そ
れ
が
︑中
牟
田
さ
ん
の
根
っ
こ

に
あ
る
思
い
で
︑あ
ら
ゆ
る
原
動
力

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
︒

振
り
返
っ
た
と
き
に

胸
を
張
れ
る
よ
う
に

2
0
2
3
年
7
月
︑念
願
の
全

線
運
転
再
開
を
果
た
し
た
南
阿
蘇

鉄
道︵
通
称
︑南
鉄
︶︒中
牟
田
さ
ん

と
南
鉄
と
の
接
点
は
︑意
外
な
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
︒東
京
か
ら
地
元
に
戻

り
︑保
育
補
助
の
仕
事
に
就
い
て
い

た
と
き
に
︑子
ど
も
た
ち
と
ト
ロ
ッ

コ
列
車︵
南
鉄
が
運
行
す
る
観
光
列

車
︶に
乗
る
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
︒

﹁
穏
や
か
な
時
間
が
流
れ
て
い
る
と

い
う
か
︙
な
ん
だ
か
す
ご
く
︑素
敵

で
︒そ
れ
が
こ
ん
な
身
近
に
あ
っ
た

な
ん
て
︒ず
っ
と
ハ
イ
テ
ク
な
も
の

が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
︑意
外

と
自
然
が
好
き
な
自
分
を
発
見
し

ま
し
た
﹂︒ま
さ
に
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
見
つ
け
た
の
が
︑地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
募
集
︒﹁
呼
ば
れ
て
る
み
た

い
に
﹂︑南
阿
蘇
へ
︒

メ
イ
ン
の
仕
事
は
︑駅
員
業
務
と

車
掌
業
務
︒運
行
案
内
や
売
店
の

売
り
子
︑は
た
ま
た
待
ち
時
間
に
行

け
る
お
い
し
い
飲
食
店
情
報
の
提
供

ま
で
︑﹁
1
聞
か
れ
た
ら
5
返
す
﹂

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
︒観
光
客

か
ら
︑写
真
撮
影
を
頼
ま
れ
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
︑﹁
た
く
さ
ん
の
人

に
笑
顔
を
あ
げ
ら
れ
る
仕
事
﹂と
︑

や
り
が
い
も
大
き
い
︒

﹁
い
つ
か
自
分
の
人
生
を
振
り
返

っ
た
と
き
に
胸
を
張
れ
る
よ
う
︑頑

張
り
ま
す
﹂︒

新
し
い
仕
事
や
環
境
への
戸
惑
い

も
あ
る
な
か
で
︑自
分
に
で
き
る
最

善
を
実
践
す
る
中
牟
田
さ
ん
だ
︒

すべて自分次第。
より良い方向へ向かって

1. 村中が喜びに沸いた2023年7月15日の南阿蘇鉄道全
線運転再開を経て、たくさんの観光客がトロッコ列車に
乗ってくれている。

2. 運行案内のアナウンスをする中牟田さん。

熊本県大津町出身。2023年9月着任。働きなが
ら高校を卒業した経験から、「誰にも強制されな
いからこそ、自分で自分に発破をかけないと」と
話す姿がたくましい。フィルムカメラが好き。

12

いってらっしゃーい！

南鉄オリジナルグッズ♪

 なか む た とも ひろ
産業観光課
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【地域経営組織推進プロジェクト】

思
い
出
の
場
所
で
再
ス
タ
ー
ト

東
京
生
活
5
年
を
経
て
も
︑板

楠
知
沙
さ
ん
の
な
か
で
︑南
阿
蘇
村

の
風
景
は
色
あ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
︒﹁
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
家
族
で
遊

び
に
来
て
い
た
場
所
︒な
ん
と
な

く
︑﹃
い
い
な
﹄っ
て
い
う
印
象
が
ず
っ

と
残
っ
て
い
ま
し
た
﹂︒

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
︑仕
事
は
ほ
ぼ

在
宅
勤
務
に
シ
フ
ト
︒﹁
東
京
に
い
る

意
味
︑な
い
な
﹂と
感
じ
た
の
が
潮

時
︒以
前
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
︑南
阿

蘇
へ
移
住
す
る
こ
と
に
︒父
が
近
隣

地
域
の
行
政
職
員
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
だ
ろ
う
か
︒﹁
地
域
に
関
わ

る
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
思
い
は
︑

ど
こ
か
に
あ
っ
た
﹂と
話
す
︒

観
光
を
通
し
て
知
る
地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
は
観
光
︒観

光
案
内
か
ら
イ
ベン
ト
企
画
︑事
業

者
対
応
ま
で
幅
広
い
︒﹁
自
然
豊
か

で
︑飲
食
店
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
た

く
さ
ん
あ
る
︒お
も
し
ろ
い
事
業
者

さ
ん
も
い
っ
ぱ
い
︒楽
し
い
田
舎
だ

な
っ
て
感
じ
ま
す
﹂︒旅
好
き
で
︑地

域
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
キ
ャッ
チ
す

る
の
が
得
意
な
板
楠
さ
ん
︒人
か
ら

教
わ
っ
た
り
︑自
分
で
見
た
り
し
て
︑

村
の
魅
力
ポ
イ
ン
ト
を
勉
強
中
だ
︒

﹁
ま
だ
自
信
を
持
っ
て
案
内
は
で

き
な
い
ん
で
す
け
ど
︑サ
イ
ク
リ
ン

グ
か
ら
帰
っ
て
き
た
お
客
さ
ん
に

﹃
楽
し
か
っ
た
！
﹄と
言
っ
て
も
ら
え

る
の
が
う
れ
し
い
﹂︒い
ず
れ
は
︑板

楠
さ
ん
目
線
の
お
す
す
め
観
光
ル

ー
ト
を
聞
け
る
日
が
く
る
こ
と
だ

ろ
う
︒

培
っ
た
ス
キ
ル
を
活
か
し
て

板
楠
さ
ん
は
︑写
真
や
絵
が
好

き
︒テ
レ
ビ
局
の
A
D
や
記
者
︑動
画

編
集
と
い
っ
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
職

の
経
験
を
持
つ
︒そ
れ
ら
の
ス
キ
ル

を
活
か
し
︑観
光
案
内
ボ
ー
ド
に
絵

を
描
い
た
り
観
光
客
へ
の
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ッ
プ
を
制
作
し
た
り

と
︑活
躍
中
だ
︒

思
い
入
れ
深
い
仕
事
の
ひ
と
つ
と

し
て
話
し
て
く
れ
た
の
が
︑道
の
駅

の
敷
地
内
を
四
季
折
々
の
花
で
彩

る
企
画﹁Flow

er garden in 
M

inam
iaso

﹂︒フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
設
置
し
て
︑訪
れ
た
人
に
写
真
撮

影
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
︒板
楠
さ
ん
は
︑メ
イ
ン
の
案
内

看
板
を
制
作
し
た
︒10
月
︒透
き
通

っ
た
秋
晴
れ
の
空
の
下
に
は
︑満
開

の
コ
ス
モ
ス
と
夢
中
で
写
真
を
撮
る

人
々
の
笑
顔
が
あ
っ
た
︒

楽
し
い
と
思
え
る
い
ま
を
、

重
ね
て
い
き
た
い

熊本県熊本市出身。2023年7月着任。高校生の
ころに購入した一眼レフカメラを愛用。動画編
集の副業をしている。休日には家族が村へ遊び
に来たり、天草の海までドライブに行ったり。

File.11

板楠 知沙さん

1． 板楠さんの手描き感がかわいい、観光案内ボード。
2． 受付で観光案内業務中の板楠さん。
3． 道の駅で夜市を開催。垂れ幕づくりと、子ども向けの
出店を担当。

3

新しいフォトスポット誕生！

看板も作りました

阿蘇周辺をいろいろ散策中！

大観峰から見た雲海と、

小国町の紅葉

 いた ぐす
産業観光課

　南阿蘇村地域おこし協力隊 ヒトコト録　18



1． 日本語教室の様子。
2． 南阿蘇村あつまり～ん祭にて、多文化共生に関する内容を発信しました。
3～5． ミャンマーの伝統的なスポーツ、チンロン（日本の蹴鞠に似ている）をきっかけに、地域のサッカー好きな人たちとの楽しい交流が始まりました。
6． 村内には、さまざまな国の方が生活しています。まずはお互いを知ることが、コミュニケーションの第一歩。

1

【多文化共生推進プロジェクト】
2023年2月着任。ボン大学（ドイツ）で博士号を取得し、各国の
大学で教鞭をとる。2015年頃から「阿蘇の社会と自然」のテー
マで研究活動を開始。一度村を離れたものの、地域おこし協力
隊として再び南阿蘇へ。 Facebook：@nihongomaso
※「大きく載るのは恥ずかしい」とのことで、コラムにて活動を紹介します。

ヴィルヘルム・ヨハネスさん
　　　　　　　　　

政策企画課

Q. どんな活動をしているの？ Q.課題はどんなところ？ Q.多文化共生の実現へ向けて

まさか第二弾を出せるなんて！ これもひとえに、応援して
くださる地域の皆さんのおかげです。新しいメンバーが
加わりつつ、卒隊や、２～３年目を迎える隊員など、相変
わらず悩みながら、それぞれの道を模索する私たち。い
ろいろと未熟さが目立つかもしれませんが、一生懸命さ
だけは胸を張れます。地域の一員として、これからも応援
いただけるとうれしいです。

　　地域おこし協力隊　家入 明日美

あとがき

隊員がプロジェクトに関する情報等を発信中♪ ぜひフォローしてください。

南阿蘇村農業みらい公社
・有機農業推進
・新規就農

南阿蘇村役場
・移住・定住促進
・ジビエ活用による有害鳥獣対策
・多文化共生推進

南阿蘇鉄道
・南阿蘇鉄道復興支援

みなみあそ観光局
・地域経営組織推進

南阿蘇村 地域おこし協力隊のSNS

わたしたちの主な活動場所

地域おこし協力隊 Instagram 農業みらい公社 Instagram みなみあそ観光局 Instagram

教えて
はっちゃん

！多文化共生と
南阿蘇
多文化共生と
南阿蘇

Special column

3

2 4

6

5

外国籍の人も暮らしやすい、地域に溶け込
みやすい環境を、村内に整備する活動だ
よ。たとえば、南阿蘇村地域日本語教室

（みなみあそNIHONGOサークル）の事務
や、サポーター（参加者と日本語で交流す
る地域ボランティア）のコーディネート。資格
を取るための日本語教室ではなく、自立し
た日常生活を送れるようになることを目的
としているんだ。遊びの要素を取り入れて
の慣用句の使い方練習や、日本文化の紹
介などを行っているよ。どうすれば多文化
共生を実現できるか、当事者との意見交換
も大切だね。

A. 実は南阿蘇では、多文化共生に向けたい
ろいろな活動があるんだ。それをもう少し、
holistic（ホリスティック／全体的に捉える
こと）なアプローチへ移したい。当事者と地
域住民との相互理解にもとづく、生活に根
づいた多文化共生社会の実現につなげた
い。「多文化」とは「差異の承認」を意味する
言葉なんだ。「共生」とは共に生きることだよ
ね。隣人どうし、互いに助け合って暮らして
いるこの村でこそ、実現可能だって信じて
るよ。

歴史を振り返れば、日本は常に外の要素をうまく取り入れてきた。
日本には欧米諸国の政策の成功・失敗から学び、より良い道を
切り開くチャンスがあると思う！

A. 日本には、コトダマっていう言葉があるね。
言葉（コミュニケーション）には魂が宿って
いるっていう考え方だ。人と人との交流に
よって、人間の「間」が蘇る（お互いのテン
ポが合う）ように、魂もまた、お互いのやり
とりのなかに宿るもの。一方通行のコミュニ
ケーションでは、決して生まれないものだと
思う。外国人が日本語を学べばいい、とい
う考え方は、とても一方的だよね。双方向に
影響し合う関係性があれば、理解が深まっ
ていくと思うんだ。もしかしたら日本はいま、
そういう新しい文明開化の時代にきている
のかもしれない。みんなと前向きに考えてい
きたいな。

A.

 マ

 しゃい

 け まり
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
っ
て

ど
ん
な
制
度
？

外部人材
（全国の隊員：約6,500名）

●才能や能力の発揮
●新しい学び
●自分らしい生き方の実現
●地域とのつながり

地方公共団体等
●柔軟な地域おこし
●人口増と地域活性化

地 域
●斬新な視点
●地域活性への刺激

任期とその後 （全国）
・任期：おおむね1年以上3年未満
・活動地定住率：約5割（近隣地含め約6.5割）
・任期後の仕事 
起業約4割、就業約4割、就農約1割

総務省の目的
・都市部から地方への人材流入
・地域協力活動による活性化
・任期後の定住、定着促進

経 費 上限520万円／人・年
・報償費と活動費を含む（特別交付税措置）
・隊員への起業継業支援等あり
・受け入れ団体への隊員募集支援あり
※令和6年度より上限額変更

南
阿
蘇
村
で
は
熊
本
地
震
後
の

2
0
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年
か
ら
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協
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︒
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2
4
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の
隊
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ず

私
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ち
と
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良
く
な
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ほ
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い

と
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ん
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か

か
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か
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知
る
こ
と
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ほ
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切

に
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地
域
の
一
員
と
し
て

存
分
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村
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︑
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︒皆
さ
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の
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地
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力
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ま
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︒

南阿蘇村長
吉良 清一 氏

地
域
の
一
員
と
し
て
、

村
の
活
性
化
への

貢
献
を
期
待
。

※参考／令和4年度地域おこし協力隊の隊員数等について（総務省）

いい人が
地域に

来てくれた
なぁ！

地域おこし協力隊として頑張ります！

一緒にま
ちを

盛り上げ
よう！
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